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わ た し ま ちの し ろ 市 議 会 だ よ り

畠　

貞
一
郎
改
革
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
青
の
会
、市
民

の
声
、シ
リ
ウ
ス
、大
河
の
会
、日
本
共
産
党
）

安
岡　

明
雄
改
革
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
青
の
会
、市
民

の
声
、シ
リ
ウ
ス
、大
河
の
会
、日
本
共
産
党
）

落
合　

康
友
改
革
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
青
の
会
、市
民

の
声
、シ
リ
ウ
ス
、大
河
の
会
、日
本
共
産
党
）

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
普
及
す
べ
き

■質
小
規
模
単
位
の
地
域
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
自
給
自
立
を
目

指
す
「
地
域
循
環
共
生
圏
」。
特
に
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
、
普
及
を
図
る
こ
と
で
確
実
に
地

域
経
済
は
好
循
環
し
、
森
林
整
備
促
進
の
糧
に
も
な
る
が
。

■答
森
林
経
営
管
理
制
度
を
進
め
る
た
め
に
は
森
林
の
基
礎

情
報
の
収
集
や
現
地
確
認
等
が
必
要
で
あ
り
、
制
度
を
活
用

し
た
森
林
整
備
に
着
手
す
る
の
は
数
年
後
に
な
る
と
考
え
て

い
る
。
こ
の
た
め
、
ど
の
程
度
の
未
利
用
材
が
長
期
安
定
的

に
供
給
さ
れ
る
の
か
は
現
時
点
で
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
に
つ
い
て
は
、
森
林

整
備
の
着
手
後
に
検
討
す
る
こ
と
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

港
湾
区
域
内
の
洋
上
風
力
発
電
の
受
信
障
害

■質
潟
上
市
で
テ
レ
ビ
の
受
信
障
害
が
発
生
し
た
が
、
港
湾

区
域
内
の
洋
上
風
力
発
電
で
は
、
そ
の
よ
う
な
事
態
が
あ
っ

た
場
合
、
事
業
者
が
責
任
を
取
っ
て
対
応
す
る
の
か
。

■答
事
業
を
行
う
秋
田
洋
上
風
力
発
電
株
式
会
社
に
確
認
し

た
と
こ
ろ
、
専
門
家
へ
の
委
託
に
よ
る
検
討
を
行
い
、
能
代

地
域
の
住
宅
へ
の
影
響
は
、
十
分
な
強
度
の
電
波
が
受
信
可

能
で
あ
り
、
受
信
障
害
は
な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
受
信

障
害
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
事
業
者
に
お
い
て
適
切
な
対

応
策
を
講
じ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

文
化
財
の
保
全
等
に
関
す
る
陳
情
の
進
捗
状
況

■質
昨
年
３
月
に
採
択
さ
れ
た
資
料
館
・
展
示
館
機
能
を
持
つ

施
設
の
陳
情
だ
が
、
６
月
の
同
僚
議
員
へ
の
「
い
つ
ま
で
も
投

げ
て
お
く
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
の
答
弁
の
と
お
り
、
専
門
的

見
地
で
検
討
す
る
等
、
施
設
の
あ
り
方
を
探
る
の
が
大
事
で
は
。

■答
本
市
の
貴
重
な
文
化
財
等
は
個
人
所
有
の
も
の
が
多
く
、

市
全
体
で
は
施
設
構
想
の
前
提
と
な
る
調
査
に
相
当
な
期
間

を
要
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
資
料
館
・
展
示
館
機
能
を
有
す
る

施
設
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
保
管
施
設
が
整
備
さ
れ
、
全
市
的

な
文
化
財
や
歴
史
資
料
等
の
整
理
・
分
類
が
あ
る
程
度
進
ん
だ

段
階
で
、
大
学
や
県
立
博
物
館
、
先
進
施
設
等
、
有
識
者
の
方
々

の
助
言
を
い
た
だ
き
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

太
陽
光
発
電
施
設
の
乱
開
発
防
止

■質
太
陽
光
発
電
の
普
及
に
よ
り
業
者
と
住
民
間
の
ト
ラ
ブ

ル
が
全
国
的
に
増
加
。
森
林
乱
伐
に
よ
る
土
砂
災
害
、
景
観

破
壊
、
反
射
光
や
騒
音
被
害
な
ど
。
当
市
で
も
条
例
や
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
を
策
定
す
る
ま
で
乱
開
発
を
規
制
で
き
な
い
か
。

■答
本
市
で
は
、
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
に
お
い
て
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
の
導
入
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
を
定
め
て
お
り
、
事
業
者
に
対
し
、
環
境
へ
の
影
響
に
配

慮
し
た
場
所
を
選
定
す
る
こ
と
、
市
民
生
活
や
自
然
環
境
等

へ
の
影
響
が
提
起
さ
れ
た
と
き
は
速
や
か
、
か
つ
適
切
に
対

応
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
経
過
等
を
市
や
関
係
者
に
報
告
す

る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。

（
仮
称
）能
代
山
本
広
域
風
力
発
電
事
業

■質
白
神
ウ
イ
ン
ド
合
同
会
社
が
計
画
し
て
い
る
陸
上
風
力

発
電
事
業
に
お
い
て
、
地
域
住
民
へ
の
説
明
・
理
解
は
い
た

だ
い
て
い
る
の
か
、
ま
た
電
波
障
害
の
リ
ス
ク
は
調
査
結
果

が
出
て
い
る
の
か
。

■答
事
業
者
か
ら
、
環
境
影
響
評
価
法
に
基
づ
く
説
明
会
を

実
施
し
て
い
る
ほ
か
、
風
車
設
置
を
計
画
す
る
近
隣
の
自
治

会
に
対
し
、
個
別
に
説
明
会
を
実
施
し
、
概
ね
理
解
し
て
い

た
だ
い
て
い
る
と
伺
っ
て
い
る
。
ま
た
、
電
波
障
害
な
ど
の

リ
ス
ク
に
つ
い
て
は
、
専
門
家
の
調
査
中
で
、
ま
だ
調
査
結

果
は
出
て
い
な
い
、
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

国
が
推
奨
す
る
テ
レ
ワ
ー
ク
の
積
極
的
活
用

■質
防
災
訓
練
で
試
行
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
な
ど
Ｉ
Ｃ
Ｔ

活
用
は
今
後
一
層
進
む
の
は
確
実
だ
。
災
害
時
や
市
長
出
張

時
で
の
緊
急
会
議
も
可
能
で
、
職
員
の
業
務
時
間
縮
減
な
ど

有
効
で
あ
る
た
め
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
を
着
実
に
進
め
る
べ
き
で
は
。

■答
来
年
度
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
を
導
入
す
る
こ
と
と
し

て
お
り
、
本
庁
舎
と
二
ツ
井
町
庁
舎
の
職
員
が
参
集
す
る
会

議
に
お
い
て
、
庁
舎
間
を
移
動
す
る
時
間
的
負
担
が
軽
減
さ

れ
、
業
務
の
効
率
化
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
今

後
も
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
な
が
ら
、
職
員
が
限
ら
れ
た
時
間
の

中
で
成
果
を
上
げ
る
効
率
的
で
質
の
高
い
働
き
方
を
推
進
し
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

○

子
育
て
支
援
と
し
て
教
材
費
な
ど
の
行
政
負
担
を

○

自
立
分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
の
構
築

そ
の
他
の
質
問
事
項

○

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
対
応

○（
仮
称
）イ
オ
ン
新
能
代
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

そ
の
他
の
質
問
事
項

○

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
市
の
対
応
は

　

◦

経
済
損
失
に
対
す
る
国
の
支
援
へ
の
か
か
わ
り

　

◦

臨
時
休
業
中
の
児
童
・
生
徒
へ
の
対
応
は

一 般 質 問


